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 DAPとは
DAPは、新たに導入されたソフトウェアや業務システムの操作方法を、利用者自身が業
務の中で自然に習得できるように支援するプラットフォームです。操作画面にリアルタイ
ムで表示されるガイドやポップアップなどの支援機能を通じて、利用者が「次に何をすれ
ばよいか」を迷わず業務を進められるようサポートします。従来はマニュアルを読み込ん
だり、研修に参加したりと、業務習得までに多くの時間と人手を要していました。しかし、
DAPは“使いながら学ぶ”という体験型の操作習得を可能にし、ツールの定着率の向上が
期待できます。さらに、教育やサポートにかかるコスト削減にも効果を発揮します。

現場での課題とその解決
　新しいツールを導入すると、「操作方法がわからない」「使うのが不安」といった現場の
混乱が生じます。その結果、導入されたツールが徐々に使われなくなったり、業務効率が
低下することもあります。DAPはこうした課題を解決します。例えば、DXを加速させる
ような複雑な業務システムでも、画面に沿って適切なガイドを表示することで、利用者が
迷うことなく、操作への不安やストレスを少なくして、業務が進められます。また、使用
状況を分析し、必要な改善ポイントも可視化できるため、継続的な運用改善にも貢献します。

導入メリットと今後の可能性
DAPを導入することで得られる最大のメリットは、ツールの定着率の向上です。利用者
が抵抗感なく、スムーズにツールが使えるようになることで、生産性の向上や業務品質の
安定化が期待できます。また、各利用者の習熟度に応じたサポートが提供できるため、多
様な働き方やスキルレベルにも柔軟に対応できます。さらに、組織全体としての知識共有
や標準化にも貢献するため、業務効率の向上につながります。今後は、AIを活用したレコ
メンド機能や、リモート環境への最適化など、DAPの進化はさらに加速し、企業で使われ
るツールの標準機能として、なくてはならないインフラへと成長していくでしょう。

いまさら聞けない？！

デジタル・
キーワード

いまさら聞けない！？

デジタル・
キーワード

　オフィスには、多種多様なデジタルツールが導入されています。各自に貸与された
パソコンからブラウザを使って、注文情報を入力したり、請求書を発行したり、顧客
との交渉を記録したり、システムを使い分けて業務を進めます。これらツールは、単に

「導入する」だけでは企業の真の競争力にはなりません。重要なのは、従業員が新しい
ツールを適切に使いこなし、業務に活かせるようになることです。そこで注目されてい
るのが「デジタルアダプションプラットフォーム（DAP）」です。導入したツールが現
場で定着し、最大限活用されるための鍵として、多くの企業が活用を始めています。

デジタルアダプションプラットフォーム
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手
I
Ｔ
企
業
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新
卒
一
括
採

用
」
の
廃
止
の
ニ
ュ
ー
ス
が
話

題
に
な
っ
て
い
る
。
報
道
に
よ
れ
ば
、

新
卒
採
用
と
中
途
採
用
を
区
分
せ
ず
、

通
年
で
職
務
や
専
門
性
に
応
じ
て
必
要

な
人
材
を
採
用
し
、
職
務
内
容
に
応
じ

て
雇
用
契
約
を
結
ぶ
「
ジ
ョ
ブ
型
」
人

事
制
度
を
定
着
さ
せ
る
と
し
て
い
る
。

欧
米
の
ジ
ョ
ブ
型
企
業
は
企
業
が
必
要

と
す
る
ス
キ
ル
を
持
つ
人
材
を
採
用

し
、
ジ
ョ
ブ
（
職
務
）
で
雇
用
契
約
を

結
ぶ
が
、
一
度
に
大
量
に
採
用
す
る
こ

と
は
な
く
、
基
本
的
に
そ
の
都
度
必
要

な
人
材
を
募
集
す
る「
欠
員
補
充
方
式
」

が
一
般
的
だ
。

　
日
本
の
新
卒
一
括
採
用
方
式
は
こ
れ

ま
で
新
卒
学
生
を
対
象
に
各
社
同
時
期

に
採
用
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
、
選
考
・

面
接
も
同
時
期
に
行
う
の
が
一
般
的

だ
っ
た
。
し
か
し
今
で
は
様
変
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り
し

て
い
る
。
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7
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囲
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ン
タ
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ン
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プ
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し
、
大
企
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多
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が
大
学

3
年
の
12
月
か
ら
1
～
2
月
に
内
々
定

を
出
し
始
め
る
が
、
内
定
辞
退
や
不
足
分

の
採
用
を
通
年
で
実
施
し
て
い
る
。
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プ
案
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掲
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さ
れ
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い
る
。
つ
ま
り
新
卒
採
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す
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で
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な
く
「
新
卒
だ
け
の
採
用
で
は
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い
」
と
い
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と
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よ
う
だ
。
同
社
に
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な
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。
あ
る
電
機
メ
ー
カ
ー
の
人
事
担

当
者
も
「
同
じ
時
期
に
大
量
の
学
生
を
書

類
選
考
し
、
何
度
か
の
面
接
を
経
て
合
格

と
い
う
採
用
は
し
て
い
な
い
。
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
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を
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繁
に
開
催
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、
参
加
し
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の
職
務
適
性
を
見
極
め
て
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定
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し
て
い
る
。
募
集
も
技
術
系
・
事
務
系
を

問
わ
ず
職
種
別
採
用
を
長
年
実
施
し
、
事

務
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も
、
人
事
、
経
理
、
購
買
、
生
産
技

術
な
ど
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種
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と
に
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集
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、
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接
し
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合
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決
め
て
い
る
。
昔
の
よ
う
に
学

生
に
投
網
を
か
け
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大
量
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採
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と
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や
っ
て
い
な
い
」
と
語
る
。
従
来
型
の
一

括
採
用
方
式
も
徐
々
に
変
化
し
て
い
る
よ

う
だ
。
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